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１．概要（Summary ） 
 CeNi2Ge2 は超伝導を示す一方で電子比熱係数が

350 mJ/(mol K2)と通常金属と比較すると数十倍大き

い。これは電気伝導を担う準粒子が見かけ上重くなっ

た重い電子系を形成していることを意味するが、我々

のこれまでの軟 X 線角度分解光電子分光(ARPES)で
は重い電子状態を観測できたとは言いがたい。そこで

測定温度を低温かつエネルギー分解能を 100 meV よ

りも十分高い状態で ARPES を行い、運動量分解した

上で重い準粒子バンド状態の直接観測を行った。また

参照系となる LaNi2Ge2も同条件で測定することで実

験的に両者の差異を明確に得るようにした。 
２．実験（目的,方法）（Experimental） 
SPring-8 BL23SU の JAEA 専用ビームラインにて軟

X 線 ARPES を行った。試料はバルク単結晶を用い、

清浄表面を得るために超高真空中でへきかいした。励

起エネルギーは 665 −720 eV の範囲でΓ-X, Z-X 方向

になるよう励起エネルギーと角度を制御した。最高エ

ネルギー分解能は励起光および光電子分析器の双方

を合わせて 70 meV を実現した。また、試料は液体

He フロークライオスタットおよびラジエーションシ

ールドを用いて 8 K にまで冷却した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
右上に LaNi2Ge2および CeNi2Ge2のΓ-X 方向におけ

る ARPES 強度マップを示す。LaNi2Ge2 においては

X 点を底とする放物線状のバンドがΓ点にむかって

伸びフェルミ準位 EF を横切っている。これに対して

CeNi2Ge2では X 点におけるバンドの底の結合エネル

ギーは殆ど変化せずΓ点に向かってエネルギーが上

昇していく様子も途中までは LaNi2Ge2と類似してい

る。しかし EFご

く近傍において

バンドが急激に

折れ曲がってい

る様子を観測す

ることに成功し

た。このバンドの

傾きは有効バン

ド質量に反比例

するのでCeNi2Ge2においてはΓ-X方向において重い電

子状態が実現し、La 系と比較しても質量が少なくとも

10 倍以上重くなっていることが判明した。このような振

舞は Z-X 方向など他の方向では殆ど観測されず、この物

質では重い準粒子状態が波数空間内の特定の波数にお

ける混成効果に起因することを実証した。 
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